
平成 26年度第 2回 ISO/TC46/SC4国内委員会議事録 

 

1. 日時：2015年 1月 16日(金) 14時～15時 30分 

2. 場所：文京区民センター3階会議室 E 

 （文京区本郷 4-15-14） 

3. 出席者： 

 委員 宮澤彰国立情報学研究所（SC4リーダ） 

   五十嵐健一 慶應義塾大学 

   大場高志 日本図書館協会 

   橋詰秋子 国立国会図書館 

   小島裕一 株式会社リコー 

   安形輝     亜細亜大学 

   村田良二 東京国立博物館 

 事務局 光富健一 情報科学技術協会 

 

4. 配布資料： 

 平成 26年度 ISO/TC46/SC4国内委員会第一回委員会議事録 

 資料１：2014年度 ISO/TC46投票済み案件と投票審議案件 

 資料２：SC9での国際図書館資料識別子(ILII)の NWIPについて 

 資料３：北京での TC46総会の紹介スライド 

 資料４：ISO/TC46/SC4国内委員会のホームページついて 

 資料５：平成 27年度標準化テーマ調査票 

 

5. 議題： 

 

5-1) 前回議事録の確認と今回の議事録の作成者 

 前回の議事録を確認した。 

 

5-2) 平成 26年度 ISO/TC46/SC4投票報告と審議案件 

 資料１に基づいて前回委員会以降に投票した案件 11件、現在審議中の案件 3件につい

て事務局と宮澤リーダより説明があった。Resultが空欄であったＳＲ等に関しても票が

割れたものに関しては、後日、事務局が調べ紹介することとなった。 

 案件 12(ISO 28500 WARC)について、Web Archiveのメタデータに関する Exper 

Nominationをするか？2015年 1月 16日までに申し出あるいは推薦がなければ、

Nominationしないこととして回答する。 

 案件 13(ISO 2146:2010[Ed 3])について、宮澤リーダによれば日本でこの標準に準拠し



たデータを作成している機関等はないと思われる。担当委員を決め、国内状況を調査す

るとともに回答原案を作成し、委員会で審議を行う。原案作成は 2015年 5月末までとす

る。 

 案件 14(ISO 10754:1996[vers 4])「書誌情報交換用非スラブ語用拡張キリル文字コード」

の SRである。本来は Unicodeにマッピングするか、なければ追加すべきであるが、面

倒かつ困難な作業であるため、そのまま来てしまっている。担当委員を決め、国内状況

を調査するとともに回答原案を作成し、委員会で審議を行う。原案作成は 2015年 5月末

までとする。 

 

5-3) 国際図書館資料識別子(日本提案 NWIP)について 

 宮澤リーダからSC9において日本から提案された国際図書館資料識別子のNWIPにつ

いて報告があった。無事に NWIPは投票を通過し、WDの段階に移行した。この提案に

関する国内WGには SC4から宮澤リーダと安形委員が参加している。 

 

5-4) 2015年 ISO/TC46北京総会について 

 宮澤リーダより 2015年 6月第一週に北京で ISO/TC46の総会について紹介があった。

国会図書館において SC4の委員が派遣されることになれば、SC4の代表として承認する。 

 

5-5) ISO/TC46委員会ホームページについて 

 宮澤リーダより INFOSTAの標準化委員会において SC4のホームページが作成された

ことの紹介があった。近いうちに公開される予定である。 

 

5-6) 平成 27年度テーマ調査票について 

 事務局より経済産業省に提出する平成 27年度以降のテーマ調査票について紹介があっ

た。 

 

5-7) その他 

 特になし 

 

(以上) 


